
様式第１号 別紙１ 

事業計画書 

 

１ 申請者の概要等 

団 体 名 特定非営利活動法人●● 

所 在 地 
〒●●-●● 

群馬県●●市●●町●●● 

団 体 種 別 ①．NPO法人  ２．社団・財団法人  ３．株式会社  ４．その他（  ） 

代 表 者 氏 名 （役職）理事長       （氏名）群馬 太郎 

設立年月日 

 20●●年（平成●年） 従業員数 

（会員数） 

（※申請時点の従業員数を記載） 

有給職員 ●名 

 会員・ボランティア等 ●名 活動年数     ● 年 

申込団体の概要 

（設立目的） 

 生活困窮者等に対して，日常生活に必要な支援及び事業を行い公共の福祉に

寄与することを目的とする。 

（現在の活動内容） 

 自立相談支援機関と連携し、生活困窮者等に対して定期的な生活相談や食料

等の提供等を行っている。 

 

２ 事業計画  

(1)事業の目的・

必要性 

これまで当団体では、何らかの理由で当たり前に生活を送ることが出来なくなった生

活困窮者等に対し、食糧等の物資支援を実施してきた。 

昨今の新型コロナ感染症や世界情勢の変化による物価高騰により、日常生活に困窮す

る者や世帯が増加し、併せて支援の件数も上昇しているところである。 

生活に困窮する者に対する支援が途切れることのないよう、適切な計画と予算に基づ

き、本事業を活用したい。 

申請団体の活動内容を具体的に記載 

申請団体の活動のうち，今回の補助金申請に係

る事業の目的・必要性を具体的に記載 



(2)事業内容及

び今回の物

価高騰等に

係る支援ニ

ーズの増加

内容 

 

（具体的な事業内容） 

1）社会情勢の変化や物価高騰が要因となっている生活困窮者に対する物資支援 

2）上記支援を実施するための追加広報 

 3）業務効率化を促進するためのIT機器活用に伴う通信環境の整備 

（支援ニーズの増加内容） 

1）既存の支援に加えて、物価高騰等による物資支援の件数が増加しており、物資の備

蓄体制及び配布機能を強化する（した）。 

2）既存の団体案内に支援メニューの追加するなど、ひとりでも多くの相談者に情報が

行き渡るよう広報を強化（パンフレットの増刷、ホームページの追加更新）を行う

（行った）。 

3）限られた人員で活動するにあたり、より効率的な手法を用いて業務の負担を軽減し

ていくことで、より多くの相談者対応が可能となる。IT機器を活用するとともに、

通信環境を整備していく。 

(3)事業スケジ

ュール 

令和4年 

 7月 事業開始 

 9月 支援事業の広報の強化 

 10月 支援物資及び保管用備品の購入 

12月 効率的な業務遂行のためのIT機器導入 

令和5年 

3月 事業成果の評価及び経理処理 

 4月 実績報告作成及び提出 

(4) 自立相談支

援機関と連

携した生活

困窮者の自

立の支援の

実施 

□無  ☑有 

※自立相談支援機関との連携について事前に事務局へ相談を行うこと。 

(5)国又は県等

の補助事業

の有無(過去

２年分) 

(今回の申請事業に係る補助事業)  

☑無  □有  □申請中 

事業名：                          

テーマ：                                          

※「有」，または「申請中」の場合，事業計画書を添付すること。 

※記載スペースが足りない場合には，適宜スペースを追加して記載してください。 

今回の補助金申請に係る具体的な取組内容を記載 

物価高騰等によって支援ニーズが増加している内容について具体的

に記載（直接的な物価高騰による支援ニーズの増加でなくても可） 

今回の補助金申請に係る事業のスケジュ

ールを具体的に記載 

補助金の事業内容が他の補助金と重複していない

かを確認の上チェックをつける。（他の補助金と重

複して補助金を受けることは不可） 


